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防犯ワンポイントアドバイス
埼玉県警察本部子ども女性安全対策課
が公表している資料によれば、平成２５年さ
いたま市内で発生した声かけ事案の件数は、

４６１件と平成２４年と比較し、８７件も増加しています。是
非、今後も引続き、学校・家庭・地域が連携した子どもの
見守り体制に御協力をお願いします。

平成２５年度第２回学校安全ネットワーク

推進協議会を開催しました
学校安全ネットワークの取組を推進するため、

地域やＰＴＡの代表などの方々と、学校安全ネッ
トワークの取組に関する協議会を開催しました。
（日時）平成２６年１月３０日 ８：４５～
（場所）ときわ会館５階小ホール

学校安全ネットワークボランティア研修会を

開催しました

各学校の学校安全ネットワークボランティア
の方々及び教職員を対象に、今後の子どもの見
守り活動に活かしていただけるよう研修会を開
催いたしました。

１ 期日、会場

・市民会館おおみや：平成２６年１月２１日

・市民会館うらわ ：平成２６年１月２３日

２ 内容

（１）ネットワークセンター校の実践発表

学校安全ネットワークセンター校として委嘱
した学校の中から、各会場１校づつセンター校
の取組について実践発表をいただきました。

〈実践発表校〉上小小学校・西浦和小学校

（２）講演

演題：子どもと地域の安全を高めるために

～犯罪者から学ぶ実践的防犯術～

講師：株式会社ステップ総合研究所

代表取締役所長 清永 奈穂 氏

子どもの安全について長年研究され、全国の
自治体等でも防犯に関する講師を務められてい
る株式会社ステップ総合研究所代表取締役所長
の清永氏に講演をいただきました。

（２）「子ども安全協定」の締結状況

埼玉県警備業協会などの８事業者と新たに締結

し、防犯シールを貼る車両が２０，４００台となりました。

１ 報告

（１）平成２５年度学校安全ネットワークにかかわる主な

取組状況について
学校安全ネットワークセンター校委嘱、防犯用消
耗品購入予算配当、研修会開催、情報発信など

（３）その他報告事項

○学校安全ネットワークボランティア研修会の開催

○国・私立等学校への不審者情報の提供等

（４）平成２６年度学校安全ネットワーク事業の見通し

平成２６年度においても、学校警備員の半日配置

を継続しながら、様々な取組を通じて「学校安全

ネットワーク」の拡充を図りたいと考えています。

２ 協議

（１）防災行政無線を活用した子どもの見守り依頼放送

〈内容〉平日午後２：３０に防災無線で放送している子
どもの見守り依頼放送について、その効果等
を確認しました。

〈結論〉子どもの見守り依頼放送には防犯効果がある。
今後、放送の必要性について機会を捉えて積
極的に説明していく。

３ その他

（１）インターナショナルセーフスクール認証取得

「しあわせ倍増プラン２０１３」に位置付けられたイン

ターナショナルセーフスクールの認証取得について、

来年度より、認証の取得に向けた研究を行う予定であ

ることを報告しました。

〈主な意見〉子どもから地域防犯に関する情報を日常

的に聞き取るとともに、子ども目線の防犯対策を行っ

てほしい。 親子防犯教育を推進してほしい。 など

参加者の方から、
「センター校の方々
は積極的にベストを
着用しながら、子ど
もの安全を見守って
いて素晴らしいと思
いました。」「セン
ター校の取組を自分
の学校でも参考にし
たい」などの感想を
いただきました。

具体的な犯罪事例を
基に、危険な場所、
地域の特徴を紹介。
・近づきやすい
・逃げやすい
・街のイメージ（汚
れている・無関心）

子ども目線の死角を
体験する装置を使っ
て具体的に説明。
参加者の方からは、
「具体的でわかりや
すく、子どもへも教
えやすい」などの感
想をいただきました。


